科学技術動向 2009年11月号 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター























　　　　  東京都千代田区霞が関３－２－２ 中央合同庁舎第７号館東館１６Ｆ
【電　話】０３－３５８１－０６０５【FAX】０３－３５０３－３９９６












































































　 シンガポール の Agency for Science, Technology 
and Research（A＊STAR）の Institute of Medical Biol-
ogy（IMB）の Reversade 博士らの国際研究チームは、





弛緩症患者 22 家系計 35 患者の遺伝子サンプルを分
析することによって行われた。















































1）　Reversade B. et al., Mutations in PYCR1 cause cutis laxa with progenoid features, Nature Genet. 41, 1016─1021
（2009）
2）　Press release 1 Sept. 2009  SCIENTISTS UNLOCK SECRET TO YOUTHFUL SKIN
http://www.news.gov.sg/public/sgpc/en/media_releases/agencies/astar/press_release/P-20090901-1/
AttachmentPar/0/file/Press%20Release_IMB_Nature%20Genetics_1Sep09.pdf
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カーを CEATEC JAPAN 2009（10 月 6 ～10 日開催）






























1）　日産自動車株式会社 ニュースリリース：日産自動車「CEATEC JAPAN 2009」出展概要　2009年 10月 1日
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トピックス4　高強度鋼を用いた大地震でも無損傷な建築物のプロジェクト
　ナノテクノロジー・材料分野の府省連携プロジェクト「革新的構造材料を用いた新構造システム建築
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率は 60 ～ 70％程度）、南海地震（Ｍ




















































は、N50 度 W の方向に約 40 mm／
年となる。この速さで推移すれば、
120 年間で蓄積される「相対ずれ」





（相対ずれ）は 6.3 m、石橋 9）による
安政東海地震（M8.4）の平均スリッ











は、せいぜい 20 ～ 25 mm／年とな
り、4.0 m のスリップを蓄積するに
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と愛知県東部下では 2000 年以降 39
～ 49 mm／年、小原一成（2009）15）に













































































科 学 技 術 動 向　2009年 11月号
14





















































































































































































































図表 7　最近 10 年間で東海地域周辺に起きた異常事象や新たに発見された事象
科学技術動向研究センターにて作成
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モディティプロセッサのアーキテ
クチャを示す。（a）シングルコア














































































IBM 社の Cell/B.E.TM だけでなく
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　図表 4 に示した実効効率は AMD





































































































用 の SDK（Software Develop-
ment Kit）と し て CUDA20） や
MARS24）、統一規格の OpenCL25）
が加わる注 4）。さらに、並列分散処














3   数値シミュレーションの構成要素とソフトウェア基盤技術
数値シミュレーションにおけるソフトウェア研究開発の動向
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　◦ 動的に割り当てられるプロ








FFTW, SPIRAL, 行 列 演 算 用 の
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5   ソフトウェア自動チューニング応用に向けた新しい動き
図表 11　自動チューニング用の言語拡張・統合開発環境の開発動向
参考文献31、34、41、42、44）を基に科学技術動向研究センターで作成
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図表 12　研究開発されている自動チューニング言語機能拡張・統合開発環境の特徴
参考文献 31 ～ 34、41 ～ 44）を基に科学技術動向研究センターで作成














































の ASCR（Advanced Scientific 
Computing Research）というプロ
グラムに SciDAC、INCITE（Inno-
vative and Novel Computational 

























































































時に行う 4 つの国立研究所と 8 大学
の担当課題を示す。各プロジェクト
の研究開発内容だけでなく、PERI
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参考文献46）を基に科学技術動向研究センターで作成
数値シミュレーションにおけるソフトウェア研究開発の動向
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6   日本国内における研究推進のための課題
ABCLib：Automatically Blocking and Communication-adjustment Library
APDEC：Applied Partial Differential Equations Center
ASCR：Advanced Scientific Computing Research
ATLAS：Automatically Tuned Linear Algebra Software
CACAPES：Combinatorial Scientific Computing and Petascale Simulations Institute
CEDPS：Center for Enabling Distributed Patascale Science
CScADS：Center for Scalable Application Development Software
ESG：Earth System Grid Center for Enabled Technologies
FFT：Fast Fourier Transform
FFTW：the Fastest Fourier Transform in the West





INCITE：Innovative and Novel Computational Impact on Theory and Experiment
ITAPS：Interoperable Technologies for Advanced Petascale Simulations Center
iWapt：International Workshop on Automatic Performance Tuning
OSKI：Optimized Sparse Kernel Interface
PARATEC：Parallel Total Energy Code
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科学技術動向研究センターのご紹介
　2001 年 1 月より内閣府総合科学技術会議が設置され、従来以上に戦略性を重視する政
策立案が検討されています。科学技術政策研究所では、戦略策定に不可欠な重要科学技術




















































います。2005 年には 2 年間にわたっ
た「科学技術の中長期的発展に係る
俯瞰的予測調査」を報告しました。
科学技術動向研究センターとは
